
「AEDの正しい使用法を広め
たい」事業

デフィブリーるの会

【会長】
ＡＥＤの正しい使い方を普及させる取り組み方としてとても高く評価できる。公的機関による普及の仕方に
は限界がある以上、その間をどう充実させていけるかが問われていると思う。市民の日常生活の中にどのよ
うに組み込めるか、自分たちで活用していこうという雰囲気を地域にどう作っていけるか、さらなる工夫を
期待したい。

【委員】
活動の問題意識及び達成目標は明確であり、活動にブレがない印象を受けた。活動の広がりが思うようにい
かない点があるものの、AEDに対する市民の心理的距離感を縮める機会をより多く得るため、他の様々な活
動と連係している点、AEDを実際に使用する市民が増える「一歩前へ」「迷ったら使う」の取組みに重心を
移す点に、今後の活動の成長に期待できる。行政との連携は大切な要素であるが、自分たちの使命に則して
活動実績をつくっていけば、行政はあとから付いてくるので、焦ることはない。

【委員】
様々な機会をとらえてＡＥＤの普及に努めている点を高く評価する。今まで消防署との接触が無いことに驚
いている。防災訓練等を実施する町会・自治会、また各種団体があるが、「ＡＥＤ」を取り入れての訓練は
結構ある。ぜひ今後、消防署との連携をもって、市民への親しみやすさによる啓発と普及度を高めてほし
い。

【委員】
協働事業への挑戦もしてほしい。
成果に「ここまでで良い、これだけで良い」等の限度がある事業ではないので頑張ってください。

【委員】
素晴らしい活動。継続していただきたい。活動の認知度を今より上げて多くの人が受講できる機会が増えた
ら良いと思う。

【委員】
ＡＥＤの指導や普及率拡大に向け、活動の成果が出ており評価できる。近年のイベント開催や多くの参加者
を集うスポーツ大会などには、『ＡＥＤ』を準備する事が安全対策の一つとして考えられるようになってき
たと感じる。今後も普及活動を頑張って頂きたい。

【委員】
消防局でイベント時等の貸出しもあることから、消防局ともよく連携し、これからも共助で幅広く事業を展
開していくことを期待します。
本当に意義の深い重要な活動事業であると思います。

平成24年度実施分　評価コメント（市民活動助成事業）

NO 団体名事業名 評価コメント

1



平成24年度実施分　評価コメント（市民活動助成事業）

NO 団体名事業名 評価コメント

2
五香、六実地区歴史案内と
地域活性化事業

香実会

【会長】
歴史案内とまちづくりを通じて地域の人々を巻き込んでいこうしている点が評価できる。ポイントとして
は、①史跡などの知識を深めていくあり方（ニーズは高い）と、②地域住民が楽しめる場の提供などがある
が、どの辺りにウェイトを置いていくのか、考えていってもらいたい。取り組みの蓄積を図り、地域でのさ
らなる見える化を期待したい。

【委員】
「香り高く実よくみのれ」の先人たちの思いの如く地域への愛情と誇りが滲み出る活動である。地域の価値
を再発見する取組みを続けて欲しい。誰にでも判り易い活動なので自分の好きなことや得意とすることを発
揮できる機会と捉えて、活動の担い手になる市民が増えていくことを期待するとともに、そのことで自己満
足に陥らないように、五香と六実へ来る人たちの満足を高め、この地域を好きになって貰うための精進に励
んで頂きたい。

【委員】
地域での人々の交流、活性化を願う上で、地域の歴史、文化、生活環境を発信することの意義は大きい。歴
史案内は一般の人が地域環境に触れる機会として大切。続けて欲しい。

【委員】
観光協会（他関連団体を含む。）との連携をしてほしい。

【委員】
地域活性化に貢献している、素晴らしい活動。梨狩りとセットにする、など他地域の参加者も増やす工夫を
するようなので、今後も活躍を期待する。

【委員】
多くの子ども達を集め、多くの事業を行っている事は非常に評価できる。五香六実地区という場所だからこ
そ成功した事業なのか、興味がある。地域活性という部分での成果が分かると良かったと思う。

【委員】
まちを元気にする楽しい事業であり、今後は梨を通じてのイベント等を開催していくとのこと。
市の商工振興課や、観光協会、シティーガイド等ともよく連携し、六実地区の活性化につながっていくこと
を期待します。
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【会長】
森林保全に向けて持続的な取り組みを展開されていることが高く評価できる。今後を考えたとき、他の人た
ちをどのように巻き込んでいくのか、活動成果とその意義をいかに見える化していくかが課題になってくる
と思う。また併せて、参加動機を幅広く拾いあげていくために、入口を多様化していく工夫を期待したい。

【委員】
里森の保全活動は地域資源を市民参加で守り伝える点で重要な取組みである。新しい会員が2人増えた点で
も市民参加の好事例である。この会の活動を含めて松戸市内に数多くある里森の保全活動は、松戸市の特色
である。これからも相互に知恵や課題を共有し合い、活動全体の底上げをしていくとともに、松戸市内の里
森への市民的関心を広め、活動の応援者や担い手を増やす取組みにも力を振り向けていくことを期待する。

【委員】
子どもからお年寄りまで憩える癒しの森を目的にごみ処理を含めた整備や、市民への森に親しむきっかけづ
くり等、松戸市にとって重要な活動です。今後も生物多様性を重んじ、一般市民との連携もめざしてほし
い。保育所が定例的に散策することになり、特に子ども時代に森での遊びなどの機会が多くの人へ影響する
と期待する。

【委員】
他応援団との物資（資材）の相互レンタル等経費も極力かからないような工夫もしてほしい。

【委員】
民間企業からの支援を得られるとのことで、資金面で自立の道を作っているのが素晴らしい。

【委員】
ゴミの山だった所が散歩コースになるくらい綺麗に整備されるにつれ、新たな問題が発生してきたと報告を
聞いたとき、自然を保全育成する事については十分な成果があったと思うし、一つのシステムとして確立さ
れていると感じる。
今後はそこに集う人の自然に対する意識改革という部分に重きをおいてほしい。

【委員】
報告の中で「野ウサギ」をはじめ様々な動物がいることを聞き、びっくりしました。これらをもっと市民に
宣伝し、貴重な自然の大切さを啓発、ＰＲしていき、多くの市民が保全育成事業に関心を持ち、活動に参加
していくことを期待します。

3
「紙敷石みやの森」保全育
成事業

松戸里やま応援団「七喜の会」
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松戸市男女共同参画推進グルー
プ ファミリーサポート・勇気づ
け

健康な心を育む勇気づけの
対応

4

【会長】
予防という点に注目して問題を抱える当事者に接近しようとしている点が評価できる。ただ、当事者や家族
は情報入手も含めて様々な状況下に置かれているわけだから、そういう人たちにこの取り組みの意義が伝
わっていくよう、更なる工夫を期待したい。参加者の負担のあり方など、どこが何をカバーしていくべき
か、検討されたい。

【委員】
活動の主題である「勇気づけ」は、たいへん重要なテーマであると認識する。活動実績は登校や引き籠りの
状態になっている家族への励ましになっていると認められる。一方、活動が予防を目指す取組みであるとの
説明があったので、活動の意図と実態との違いが気になった。また、活動が代表者の個人的知見及び技能に
依存し、他の会員の役割が不透明だと心証を持ち、市民活動というより個人活動の色合いが強いのが気にな
る。

【委員】
不登校やひきこもりになっている人が多い現在、活動されている「ひだまりの会」や「よっといで！」の様
な場所が増えることを期待しているので、この｢勇気づけ」の会が周知されることは良いと思う。代表者が
講師となる「セミナー」開催、またそのＰＲ、特に公的機関への認知度をめざしているが、私の理解・判断
力では、協働事業としての枠組みなのか、理解ができない。素晴らしい講師、先生は多いが、その先生を紹
介する「場」と受け止められてしまうような気もする。「内部講師として講師料・謝礼」となっていること
が原因でしょうか。

【委員】
成果がすぐ現れない事業なのはよく分かるが、よく分からない事業であった。
保育費は、受益者負担でも良かったのではないか。

【委員】
「参加者の子供の保育料」全額が助成金の対象になっているが、保育料は参加者に負担してもらうべき。報
告にセミナーの様子の写真があったら良かった。内部講師料もおかしい。（今後は認めないことになったと
のことですが）セミナーの内容や効果は別として、代表自身のセミナー活動の為に助成金と松戸市の名前が
便利に利用されているような感じが拭えない。

【委員】
この活動を通じて一人でも多くの方々が問題を解決されれば良いと思う。しかし、事業内容に変化があまり
感じられない。世の中の動きが早く、次々と新たな問題が起こる中、デリケートな問題であるからこそ、柔
軟にスピーディーに対応する必要があると感じる。現状の事業内容や考え方に囚われることなく新たな方策
を見い出して多くの方々の力になって頂きたいと思う。

【委員】
非常に意義深く、有意義な活動である、と報告を聞いて思いました。
今後もぜひ勇気づけの活動をお願いしたいと思います。
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5
園芸活動を基盤とした高齢
者宅での地域福祉活動及び
マニュアル作成事業

ＨＧＣ（Ｈｕｍａｎ Ｇｒｅｅｎ
Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｏｒ）

【会長】
高齢者の庭管理の現状に即した取り組みになっていると思う。ただし、活動の持続性を考えると、大学内で
の継承、地域との連携を充実させる必要があると思われる。また、地域福祉活動との接点を考慮していくの
であれば、すでに実践されていることを踏まえ、諸事業のネットワーク化を図っていくこともありうるので
はないか。

【委員】
自分たちの一方的な思いに拠らず活動対象となる高齢者にかかるデータに基づいた活動設計、活動で得た知
見や経験を「見える化」するマニュアル作成は、市民活動のシステムズアプローチと言える。特にマニュア
ルづくりは活動の標準化を促し、学生の交代に関わらず活動の継続性や安定性、品質維持に役立ち、年次ご
とに活動する学生が入れ替わる活動の弱点を克服する取組みである。このマニュアル作成を他の市民活動へ
「技術移転」することで、市民活動の足腰を強くする効果が期待できる。

【委員】
高齢者に直接、働きかけ、生活上の不便さを解消する学生の活動として素晴らしいと思う。学生にとっても
植物に関する見識が高まり、高齢者との交流ができて良かったと思う。「食事会等、地域活動に参加できて
良かった」の報告もあり(私は内容を詳しくは把握できていない）、今後に期待したい点は、高齢者対学生
の構図から高齢者たちとの交流に発展させていってほしい。

【委員】
今後も継続してほしい。
高齢者と若い世代の交流の良いきっかけとしては良いアイディアだと思う。

【委員】
学生主導なので最初は頼りない感じがしたが、きちんと計画、活動されているので感心した。こういう事業
を有難い高齢者は多いはず。後輩に繋いでいってほしい。

【委員】
大学生に地域活動に参画していただいたことは、非常に価値のあることであると感じる。事業は立ち上げよ
りも継続することが大変であると思うので、今後も継続して事業を実施してほしい。若い方々は地域活動の
場にいるだけで多くの方々に力を与えられる存在です。今後も多くの方々に力を与えていって欲しいと思
う。

【委員】
梅酒パーティーやバーベキューパーティー等とてもよいことと受け止めています。
また、マニュアルの冊子も大変よくできており、園芸学部長賞の授与も大変今後の活動の励みになると思い
ます。
応援しています。
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6
成年後見制度の普及啓発と
市民後見人の活用促進事業

NPO法人東葛市民後見人の会

【会長】
今後、制度の利用は増加していくと予想されるので、この普及活動の必要性は高いと思われる。財産管理や
契約などの専門性が必要となる部分と、自分の老後の生活に向けて何を準備していくか考えてもらう部分と
がうまく結びつき、１人１人が考えていけるような場、機会、雰囲気を作っていけるかが重要だと思う。
 
【委員】
成年後見人制度を市民に知って貰うことは、社会的関心の高まりもあって講習会へ延べ200人を超える参加
者があり、アンケート結果を見ても成果があったと思う。この活動の成果をさらに高めていくには、参加者
のニーズ(時事問題として関心がある、予備知識として備えておきたい、身近な問題として対応したい等)を
つぶさに捉え、この制度が市民の間で定着するための作戦を練っていくことを期待する。

【委員】
親が高齢で、子どもに認知的な不足がある人は多いと思う。親亡きあと、兄弟姉妹に依存することが懸念さ
れ、成年後見人制度を良く知りたい人は多い現状。「市民後見人」の持つ役割は大きく期待される。研修で
は、事前知識の差が大きいということだが、初心者向けも大事にしてほしい。どこに相談すれば良いか、ま
たまだ緊急必要度が低いが、漠然と不安を抱える人たちにとって、大きな存在だと思う。

【委員】
これからもっと必要とされる制度だと思うので、他団体との連携もして広めていただきたい。

【委員】
制度普及の為の素晴らしい活動。

【委員】
後見人という考え方が広く伝えられ、多くの方々の興味を引き出したこの事業を高く評価できる。松戸市に
留まらず、近隣と連携を取りながらの運営もすばらしい。どれだけ多くの人に後見人制度というものを理解
して頂くかが大切であると考える。

【委員】
大変よい事業であると受け止めました。地道な宣伝がとても大切であると思います。
まだ設立して間もないと思いますが、これからも事業を続けて展開されますようお願いします。
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7 ゆいの花音楽会事業 松戸ウインドアンサンブル

【会長】
ジョイント的に音楽会の場を各方面に浸透させている点が評価できる。その場で音楽を共有した人たちがど
のように交流を深めていけるか、いかなる橋渡しを試みていけるか、さらに詰めて考えていってもらいた
い。報告プレゼンについては口頭のみでなく、工夫されたい。

【委員】
マラカス制作のワークショップを織り込んだ市民参加型の音楽会で、たんなる鑑賞型の活動でない点が良
い。こうした音楽活動へ巻き込むための素材をいろいろと増やし、参加する音楽会を普及させていくことを
期待する。

【委員】
スポット的な演奏活動をもとに、更に市民との交流、市民どうしの交流に繋げていってほしい。

【委員】
単なるサークル活動費補助にならず、多くの市民が参加できるよう工夫して活動した様子がうかがえた。

【委員】
助成事業としての価値ある事業の一つの形であったと思う。また、運営の努力として助成金に頼らずに活動
を進められた事も、事業の発展に繋がったと考える。やはり良いものは受け入れられ、求められるものであ
ると思いますので、事業拡大に向けて頑張って頂きたいと思います。

【委員】
市民活動事業に認定され、信用度が高まったという報告を聞き、大変うれしく思いました。
音楽は世界共通の言語であり、また花や植物も人の心に素直に溶け込んでくるものです。
今後もより広く、様々な場面で活動されますことを期待しています。
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8
難聴者にやさしいまちをつ
くろう！事業

NPO法人ユニバーサル・サウンド
デザイン

【会長】
聴覚障害者に即した活動内容になっている点が高く評価できる。難聴者をめぐる固定観念を払拭するととも
にステレオタイプ化されたあり方を変えていく姿勢も興味深い。当事者、支援者、一般の地域住民が相互理
解を重ねていくことで、すでに各方面で取り組まれていることの中にも浸透していくことを期待したい。

【委員】
審査会が出した宿題に対して解決策を考え、実行した点が、この団体の企画力や創造力を実感させた。活動
内容を見ると、目に見えない児童難聴のことを知識でなく身体で判るやり方を親子演奏会の形で実施し、
キャラクターと優れたデザインのチラシを用いた効果的な啓もう活動を2つの商店街で実施している。いず
れも団体の強みを発揮している。

【委員】
難聴者を取り巻く環境は厳しい現状。松戸市内でも、多くの当事者、ボランティアが活動している、また全
ての研修等企画者に、是非周知をしてもらいたい。私はこの委員になってはじめて「聴こえ支援スピー
カー」を知り、大きな期待を抱いた。

【委員】
広報宣伝がプロなので、驚いた。悪い意味でなく、「松戸市の事業」という信用があったから更に上手く運
んだのだと感じた。

【委員】
事業運営の理想ともいえる素晴らしい内容であったと思う。戦術をしっかり持ち活動する事での成果は大き
いものになると改めて感じた。ここまでの高いスキルのものを行う事は難しいかもしれませんが、考え方や
柔軟な姿勢など、多くの地域活動家の見本として広くお話を聞ける場が欲しいと感じていますし、是非そん
な機会を作って頂きたいと思う。

【委員】
キャラクターの「ミミー」は大変グッドであると思います。企画段階から相当練られた事業であり、イベン
トに市民が入りやすいよう工夫がされています。
団体及び活動事業にこれからの将来性を感じます。



平成24年度実施分　評価コメント（市民活動助成事業）

NO 団体名事業名 評価コメント

【会長】
子どもたちが科学実験を通じて、様々なものに関心を高めていく機会が提供されていて、高く評価できる。
テーマ設定の仕方、フィードバックのさせ方を子どもたちとの応答関係の中で考えていけるとさらにいいの
ではないか。それが蓄積されていけば、何が必要とされているかも可視化され、様々な立場の人たちも協力
できる入口も拡がるのではないかと思う。

【委員】
平均90歳の人たちが職業人として培ってきた経験知を活用し、年齢に関わりなく社会へ参加できることを証
明している活動である。子どもたちの科学への関心を月替わりの科学教室で引き出す取組みは、未来への投
資だと思う。

【委員】
学校以外で、科学に直接触れる機会が少ない現状。気楽に遊びながら「ふしぎの世界」へ、そして科学への
芽生えへのつながりに、会の活動を続けてほしい。

【委員】
運営スタッフの拡充を期待したい

【委員】
内容・工夫・熱意には頭が下がる、素晴らしい活動。継続していただきたいが主催者が高齢なので、今後引
き継いでいく人が出てくれば良いなと思う。

【委員】
後継者の問題など、取り組まなければならない事もたくさんあると思うが、多くの需要がある分野だと思う
ので、継続していって欲しい。

【委員】
会員が90歳以上ということは大変すばらしいことと思います。
子どもたちとのふれあい事業の報告を聞き、大変意義のある活動と思います。
ますますのご発展を期待します。

9 総合科学教室事業 エデンの園科学教室
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